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平成22年９月29日（水曜日）

午後５時13分開会

会議に付託された議案等

○議案第24号 平成21年度宮崎県歳入歳出決算

の認定について

○議案第25号 平成21年度宮崎県電気事業会計

決算の認定について

○議案第26号 平成21年度宮崎県工業用水道事

業会計決算の認定について

○議案第27号 平成21年度宮崎県地域振興事業

会計決算の認定について

○議案第28号 平成21年度宮崎県立病院事業会

計決算の認定について

本日の協議事項

（１）委員長互選

（２）副委員長互選

（３）日程の決定

（４）分科会の設置

（５）主査、副主査の選任

（６）審査日程及び審査方針について

出席委員（38名）

委 員 長 蓬 原 正 三

副 委 員 長 押 川 修一郎

委 員 西 村 賢

委 員 図 師 博 規

委 員 武 井 俊 輔

委 員 岩 下 斌 彦

委 員 山 下 博 三

委 員 黒 木 正 一

委 員 松 村 悟 郎

委 員 髙 橋 透

委 員 田 口 雄 二

委 員 松 田 勝 則

委 員 中 野  明

委 員 十 屋 幸 平

委 員 外 山 衛

委 員 宮 原 義 久

委 員 河 野 安 幸

委 員 前屋敷 恵 美

委 員 河 野 哲 也

委 員 太 田 清 海

委 員 満 行 潤 一

委 員 水 間 篤 典

委 員 濵 砂 守

委 員 星 原 透

委 員 中 野 一 則

委 員 横 田 照 夫

委 員 新 見 昌 安

委 員 長 友 安 弘

委 員 鳥 飼 謙 二

委 員 権 藤 梅 義

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 坂 口 博 美

委 員 萩 原 耕 三

委 員 黒 木 覚 市

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 米 良 政 美

委 員 外 山 三 博

委 員 福 田 作 弥

欠席委員（１名）

委 員 外 山 良 治

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

事 務 局 長 日 高 勝 弘

事 務 局 次 長 岡 崎  博
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総 務 課 長 渡 邉 靖 之

議 事 課 長 武 田 宗 仁

政 策 調 査 課 長 日 髙 正 憲

議 事 課 長 補 佐 中 原 光 晴

議事課常任委員会
阿 萬 慎 治

担 当 主 幹

◎ 開 会

○外山三博座長 ただいまから決算特別委員会

を開会いたします。

◎ 委員長互選

○外山三博座長 委員会条例第８条の規定によ

り、委員長の互選を行いたいと思います。

本件につきましては、指名推選により行いた

いと思いますが、御異議はありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○外山三博座長 御異議はありませんので、その

ように決定をいたします。

それでは、私から指名したいと思います。御異

議はありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○外山三博座長 御異議ありませんので、蓬原

正三委員を委員長に指名いたします。

お諮りいたします。

ただいま指名のとおり決することに御異議はあ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○外山三博座長 御異議ありませんので、蓬原

正三委員が委員長に選任されました。

御承諾お願いします。

以上で座長の役は終わりました。御協力ありが

とうございました。（拍手）

◎ 副委員長互選

○蓬原委員長 ただいま私が委員長に選任されま

したが、委員各位の御協力を得まして、その任を

果たしたいと考えておりますので、よろしくお願

いをいたします。

お待ちの方も多いようでございますので、急い

でまいりたいと存じます。

それでは、ただいまから、委員会条例第８条の

規定により、副委員長の互選を行います。

互選の方法は指名推選により行いたいと思いま

すが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○蓬原委員長 御異議ありませんので、そのよう

に決定いたしました。

それでは、私から指名したいと思いますが、御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○蓬原委員長 御異議ありませんので、押川修

一郎委員を副委員長に指名いたします。

お諮りいたします。

ただいま指名のとおり決することに御異議あり

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○蓬原委員長 御異議ありませんので、押川修

一郎委員が副委員長に選任されました。御承諾

願います。（拍手）

副委員長席に御着席ください。

◎ 日程の決定

○蓬原委員長 本日の日程は、お手元に配付の

次第のとおり進めたいと思いますが、御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○蓬原委員長 御異議ありませんので、そのよう

に決定します。
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◎ 分科会の設置

○蓬原委員長 次に、決算審査を円滑かつ能率的

に行うため、本特別委員会に、委員会条例第24条

の規定に基づき、分科会を常任委員会単位で設置

したいと思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○蓬原委員長 御異議ありませんので、そのよう

に決定します。

◎ 主査、副主査の選任

○蓬原委員長 次に、各分科会の主査及び副主

査の選任についてお諮りいたします。

各分科会の主査及び副主査については、各常

任委員会の委員長及び副委員長をもって選任す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○蓬原委員長 御異議ありませんので、そのよう

に決定いたしました。

御承諾願います。

◎ 審査日程及び審査方針について

○蓬原委員長 次に、審査日程及び審査方針につ

いてであります。

まず、審査日程については、資料１に案をお示

ししております。

次に、審査方針についてでありますが、資料２

をごらんください。「平成21年度決算審査方針

（案）」としてまとめております。

まず１基本方針でありますが、予算執行が議決

の趣旨及び目的に沿い、適正、効率的になされ、

かつ、所期の事業目的が達成されたかどうかにつ

いて審査する。

次に、２重点審査事項として、（１）から

（７）までの事項を上げております。

このことについて、御意見等はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

御意見等もないようですので、資料１、２の

とおり審査することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○蓬原委員長 御異議ありませんので、そのよ

うに取り運ぶことといたします。

ほかに御意見等ございませんか。

最後に、その他で何かありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○蓬原委員長 なければ、以上で審議を終了い

たします。

次の日程は、明日30日からの分科会でありま

す。

また、次の委員会は10月７日午後１時開会、

各分科会主査の審査結果報告から採決までであ

ります。

なお、この後、本会議終了後、主査会を開き

ますので、各分科会主査の方は議会運営委員会

室に御参集願います。

これにて、本日の委員会を終了いたします。

午後５時19分散会
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平成22年10月７日（木曜日）

午後１時再開

本日の協議事項

（１）日程の決定

（２）分科会主査報告

（３）採決

出席委員（39名）

委 員 長 蓬 原 正 三

副 委 員 長 押 川 修一郎

委 員 西 村 賢

委 員 図 師 博 規

委 員 武 井 俊 輔

委 員 岩 下 斌 彦

委 員 山 下 博 三

委 員 黒 木 正 一

委 員 松 村 悟 郎

委 員 髙 橋 透

委 員 外 山 良 治

委 員 田 口 雄 二

委 員 松 田 勝 則

委 員 中 野  明

委 員 十 屋 幸 平

委 員 外 山 衛

委 員 宮 原 義 久

委 員 河 野 安 幸

委 員 前屋敷 恵 美

委 員 河 野 哲 也

委 員 太 田 清 海

委 員 満 行 潤 一

委 員 水 間 篤 典

委 員 濵 砂 守

委 員 星 原 透

委 員 中 野 一 則

委 員 横 田 照 夫

委 員 新 見 昌 安

委 員 長 友 安 弘

委 員 鳥 飼 謙 二

委 員 権 藤 梅 義

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 坂 口 博 美

委 員 萩 原 耕 三

委 員 黒 木 覚 市

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 米 良 政 美

委 員 外 山 三 博

委 員 福 田 作 弥

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

事 務 局 長 日 高 勝 弘

事 務 局 次 長 岡 崎  博

総 務 課 長 渡 邉 靖 之

議 事 課 長 武 田 宗 仁

政 策 調 査 課 長 日 髙 正 憲

議 事 課 長 補 佐 中 原 光 晴

議事課常任委員会
阿 萬 慎 治

担 当 主 幹

◎ 日程の決定

○蓬原委員長 それでは、ただいまから決算特

別委員会を再開いたします。

各委員におかれましては、分科会審査まこと

に御苦労さまでございました。

本日の日程は、お手元に配付の次第のとおり

進めたいと思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○蓬原委員長 御異議ありませんので、そのよう

に決定します。

◎ 分科会主査報告

○蓬原委員長 それでは、分科会主査報告に入り

ます。各主査に順次、審査結果の報告をお願いい

たします。

まず、総務政策分科会、押川修一郎主査から報

告をお願いします。

○押川主査 御報告いたします。

当分科会所管の平成21年度宮崎県歳入歳出決

算の認定につきましては、慎重に審査いたしま

した結果、賛成多数でこれを認定すべきものと

決定いたしました。

以下、審査の過程で指摘または要望のありま

した主な点について申し上げます。

まず、決算の概要についてであります。

平成21年度の一般会計の決算規模は、歳入が

6,134億5,154万1,000円、歳出が6,062億5,091

万1,000円で、前年度決算額と比べ、歳入、歳

出とも6.1％の増となっております。

この結果、歳入から歳出を差し引いた形式収

支は72億63万円であり、このうち翌年度に繰り

越すべき財源を除いた実質収支は20億2,887万

1,000円の黒字となっております。

また、平成21年度の県債発行額は890億円余

であり、平成21年度末の県債残高は３年ぶりに

前年度を上回り、9,226億円余となっておりま

す。

このうち、臨時財政対策債の平成21年度末残

高は2,233億円余となっております。

このことについて、委員より、「臨時財政対

策債の償還金については、将来においても確実

に交付税措置されるのか」との質疑があり、当

局より、「全額を後年度、地方交付税の基準財

政需要額に算定することが地方財政法等に明記

されており、少なくとも既に発行している臨時

財政対策債については、全額交付税措置される

のが原則である。将来において、さかのぼって

交付税措置が廃止されるようなことがあっては

ならないものと考える」との答弁がありました。

当局におかれましては、本県財政が将来にお

いても持続的に健全性が保たれるよう自主財源

の一層の確保に努めるなど、財政改革の着実な

実行に取り組まれるよう要望いたします。

次に、情報システムの経費節減についてであ

ります。

このことについて、委員より、「システム委

託料等については、開発した業者と毎年、随意

契約となり競争性が働かず、ランニングコスト

が非常に高くなっていることはないか」との質

疑があり、当局より、「平成17年度より任期付

きの専門職員を任用し、調達時における開発費

や運用費の精査を行ったところであり、５年間

で25億円のコストを削減している。さらに平成

21年度より、自治体クラウド開発実証事業に参

加し、競争性が発揮される仕組みづくり等の実

証に取り組んでいる」との答弁がありました。

当局におかれましては、今後も情報システム

に関する契約について、競争性の確保を図り、

運用コストの削減に取り組んでいただくよう要

望いたします。

次に、中山間地域活性化対策についてであり

ます。

このことについて複数の委員より、「「いき

いき集落」に対する支援や中山間地域の雇用創

出支援などの事業に取り組んでいるが、ちょっ

とした支援で、住民に前向きな意識の変化があ

る。瞬間的な支援で終わらないよう、長期的な

スパンで取り組んでほしい」との要望がありま
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した。

次に、市町村合併後の検証についてでありま

す。

このことについて、委員より、「市町村合併

後の検証を行ったか」との質疑があり、当局よ

り、「本年３月に効果と課題について検証をし

た結果、合併の効果として行財政基盤の強化が

図られたことなどが挙げられ、課題としては、

住民の不安や懸念の解消に努める必要があるこ

となどが挙げられている」との答弁がありまし

た。

当局におかれましては、今後も市町村合併後

の検証について継続していただくよう要望いた

します。

次に、消防非常備町村の常備化についてであ

ります。

このことについて複数の委員より、「県内７

つある消防非常備町村について、常備化のため

の助成を行っているが、今後も常備化に向けた

取り組みを促進してほしい」との要望がありま

した。

当分科会といたしましては、以上の点につい

て要望するものであります。

以上で当分科会の報告を終わります。（拍手）

○蓬原委員長 次は、厚生分科会、中野明主

査の報告をお願いします。

○中野明主査 御報告いたします。

当分科会所管の平成21年度宮崎県歳入歳出決

算及び宮崎県立病院事業会計決算の認定につき

ましては、慎重に審査をいたしました結果、全

会一致によりこれを認定すべきものと決定いた

しました。

以下、審査の過程で指摘または要望のありま

した主な点につきまして申し上げます。

まず、老人福祉施設整備等についてでありま

す。

このことについて、委員より、「老朽化した

特別養護老人ホームの改築等を支援したことで、

高齢者福祉施設の整備が図られたとのことであ

るが、いまだ3,150名の特別養護老人ホーム入

所待機者が存在する。このような待機者に対し

てどのような対応をしていくのか」との質疑が

あり、当局より、「特別養護老人ホームのショ

ートステイ床を定床化するなどの対応をしてい

る」との答弁がありました。

また別の委員より、「今後、施設をどのよう

に配置していけばいいかを検討する際の資料と

するためにも、養護老人ホームや軽費老人ホー

ムの入所待機者数についても早急に調査を行っ

ていただきたい」との要望がありました。

次に、主要施策の成果に関する報告について

であります。

このことについて委員より、「決算審査にお

ける成果の報告のあり方について、目標に対す

る成果がより具体的にわかるように、その説明

や記載の仕方について検討をしていただきた

い」との要望がありました。

次に、宮崎県立病院事業会計の決算の概要に

ついてであります。

平成21年度の収支状況は、事業収益が254億

7,480万1,000円、事業費用が266億350万6,000

円で、差し引き11億2,870万5,000円の赤字とな

り、費用面では中期経営計画の目標を達成した

ものの、前年度に比べ、赤字額は２億5,992万

4,000円の増加となっております。

これは、計画策定時には想定していなかった

全国的な医師不足の影響を受け、一部の診療科

が休診となったこと等から収益が大きく落ち込

んだことによるものであります。

このことについて、委員より、「経営改善に
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ついて、経費の節減等で一定の成果は出ている

が、今後どのような取り組みを行っていくの

か」との質疑があり、当局より、「長期的に見

ると、医師確保が収益の確保にもつながってい

くと考えられるため、医療スタッフの確保のた

めに待遇改善、環境改善に取り組んだ。引き続

き、さまざまな視点から経費節減に努めるとと

もに、診療体制の充実を図ることによって、収

益を高めていきたい」との答弁がありました。

これに対して委員より、「今後も、経営改善に

取り組むことは重要であるが、病院事業は人の

命にかかわっているということを念頭に置きな

がら、今後の病院経営を進めていただきたい」

との要望がありました。

当分科会といたしましては、以上の点につい

て要望するものであります。

以上で当分科会の報告を終わります。（拍手）

○蓬原委員長 次は、商工建設分科会、水間篤

典主査の報告をお願いします。

○水間主査 御報告いたします。

当分科会所管の平成21年度宮崎県歳入歳出決

算の認定につきましては、慎重に審査をいたし

ました結果、全会一致でこれを認定すべきもの

と決定いたしました。

以下、審査の過程で指摘または要望のありま

した主な点について申し上げます。

まず、宮崎フリーウェイ工業団地の企業誘致

促進についてであります。

このことについて委員より、「土地開発公社

に対する県の貸し付けは、立地に柔軟に対応す

ることなどを考慮して、短期と長期でなされて

おり、会計上適正な処理がされているようであ

る。今後、県有地として管理することとなるが、

雇用の拡大及び地域産業の活性化につながるよ

う、企業誘致活動の推進に努めていただきた

い」との要望がありました。

次に、コンベンション等開催支援についてで

あります。

このことについて、委員より、「今後は、開

催支援はもちろん、いかに誘致するかによって

宮崎は活性化していくと思う。コンベンション

誘致の推進についてどのように考えているか」

との質疑があり、当局より、「個別の企業訪問

やセールスのできる場を訪問し、プレゼンテー

ションを行う等、より効果的な誘致活動に努め

てまいりたい」との答弁がありました。

これに対して委員より、「シーガイアのコン

ベンションセンターは宮崎の大きな財産である。

今後も観光宮崎の再生に向けて、さらなる開催

支援や誘致活動の取り組みをしていただくよう

お願いしたい」との要望がありました。

次に、公共工事の品質確保強化についてであ

ります。

このことについて、委員より、「発注者と受

注者との関係において、受注者からの技術提案

がしやすいよう、十分なコミュニケーションが

図られているのか」との質疑があり、当局より、

「契約後、両者が工事の施工計画等について十

分協議し、お互いに工事内容を把握した上で工

事着手することとしている」と答弁がありまし

た。

これに対して委員より、「発注者と受注者に

おいて、工事着手前に、十分な意見交換を行え

るよう、また、コミュニケーションが図られる

ような環境づくりをお願いしたい」との要望が

ありました。

次に、県土整備部の監査における指摘事項に

ついてであります。

このことについて、「報告を見る限りでは、

軽微な事務に関する事項が多いようである。今



- 8 -

後も引き続き、職員の指導を徹底するとともに、

職員の意識改革並びに業務の改善等を図りなが

ら、指摘事項をなくす努力をしていただきた

い」との要望をしたところであります。

当分科会といたしましては、以上の点につい

て要望するものであります。

以上で当分科会の報告を終わります。（拍手）

○蓬原委員長 次は、環境農林水産分科会、十

屋幸平主査の報告をお願いいたします。

○十屋主査 御報告いたします。

当分科会所管の平成21年度宮崎県歳入歳出決

算の認定につきましては、慎重に審査をいたし

ました結果、全会一致でこれを認定すべきもの

と決定いたしました。

以下、審査の過程で指摘または要望のありま

した主な点について申し上げます。

まず、林業の担い手確保と育成についてであ

ります。

このことについて委員より、「林業への新規

参入を促進するための就業相談や体験研修等の

事業に取り組んでいるところではあるが、林業

・木材産業を支える戦力としての担い手を養成

するために、切れ目のない持続的な取り組みを

進めていただきたい」との要望がありました。

次に、県産材を活用した家づくりへの支援に

ついてであります。

このことについて委員より、「住宅産業はす

そ野が広いことから、本県産の杉を住宅に使い

たいという県民のニーズに的確に対応できる取

り組みを推進してほしい」との要望がありまし

た。

これに対して当局より、「住宅投資は山側も

含めて大きな経済波及効果があるので、引き続

き、本県の充実した森林資源を活用した家づく

りの提案を行うなど、県産材の需要拡大に努め

てまいりたい」との答弁がありました。

次に、「みやざきブランド」の向上に向けた

取り組みについてであります。

このことについて委員より、「みやざきフェ

ア等による農産物のＰＲや販売促進等の取り組

みに当たっては、量販店との取引拡大や加工用

・業務用野菜の契約取引の拡大等の具体的な目

標を立て、さらに、その成果についてはしっか

りと検証を行ってほしい」との要望がありまし

た。

次に、農業用廃プラスチックの適正処理推進

についてであります。

このことについて委員より、「デポジット制

度による回収率が伸び悩んでいるところである

が、農家の意識を高めるなどして、適正処理に

ついてなお一層努力してほしい」との要望があ

りました。

また、別の委員より、「メーカーの出荷時点

で排出時の運搬・処理経費を販売価格に上乗せ

できるような取り組みはできないのか」との質

疑があり、当局より、「デポジット制度を導入

しているのは本県のみであるが、制度導入時よ

りも環境意識が高まっていることから、今後、

国、関係機関とも協議して、メーカー側に働き

かけてまいりたい」との答弁がありました。

次に、生活排水対策についてであります。

このことについて委員より、「環境森林部に

おいては合併処理浄化槽、農政水産部において

は農業集落排水施設等の整備が推進されている

ところであるが、地域の実情を考慮しながら、

効率的・経済的な手法で生活排水処理率の向上

に努めてほしい」との要望がありました。

次に、鳥獣被害対策についてであります。

このことについて委員より、「地域住民から

は依然として、シカや野生猿による農林作物の
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被害が深刻であるとの相談が寄せられている。

環境森林部、農政水産部が連携し、捕獲活動の

強力な推進や効果的な被害防止技術の確立など、

より一層の鳥獣被害対策に取り組んでほしい」

との要望がありました。

最後に、農林水産業の振興についてでありま

す。

このことについて委員より、「本県の農林水

産業を取り巻く環境は大変厳しい状況が続いて

いる。どのようにすれば県民の暮らしが豊かに

なるのか、予算の執行率にとらわれるのではな

く、選択と集中の視点に立って、将来を見据え

た事業の推進をお願いしたい」との要望があり

ました。

当分科会としましては、以上の点について要

望するものであります。

以上で当分科会の報告を終わります。（拍手）

○蓬原委員長 次は、文教警察企業分科会、満

行潤一主査の報告をお願いします。

○満行主査 御報告いたします。

当分科会所管の平成21年度宮崎県歳入歳出決

算、宮崎県電気事業会計、宮崎県工業用水道事

業会計、及び宮崎県地域振興事業会計決算の認

定につきましては、慎重に審査いたしました結

果、全会一致でこれを認定すべきものと決定い

たしました。

以下、審査の過程で指摘または要望のありま

した主な点について申し上げます。

まず、学校教室における空調設備の整備につ

いてであります。

委員より、「ことしの夏は例年と比べて猛暑

日が多く暑さが続いたが、教室における空調設

備の整備はどのような状況になっているか」と

の質疑があり、当局より、「特別支援学校では

ほぼ整備がなされているが、他のほとんどの学

校では公費による整備はしておらず、普通科を

設置している県立高等学校においてはＰＴＡの

負担で設置しているところが多い状況となって

いる」との答弁がありました。このことについ

て委員より、「気象条件等が変化して、近年の

夏は以前と比べようもないほど猛暑日が多く、

夏休み期間中に講習や補習などが行われる機会

もふえていることから、公費による学校教室の

空調設備の整備について検討してもらいたい」

との要望がありました。

次に、信号機の設置についてであります。

複数の委員より、信号機の新設や更新の必要

がある箇所数や整備の状況について質疑があり、

当局より、「信号機新設の要望は約440カ所あ

り、そのうち緊急に設置する必要がある箇所は

90カ所となっている。また、信号機の耐用年数

は約15年となっており、県内に設置されている

2,280基の信号機について、順次、更新を行っ

ている」との答弁がありました。

当分科会といたしましては、事故の発生件数

や交通量、通学路の指定、地域住民の要望等を

踏まえて、緊急性、必要性の高い箇所から計画

的に信号機の新設を進めるとともに、特に緊急

性の高い90カ所については、早急に整備を行い、

歩行者や自転車利用者等の安全で安心な交通環

境を一層確保するよう要望するものであります。

次に、宮崎県電気事業会計決算の概要につい

てであります。

平成21年度の事業収益は47億9,019万円、事

業費用は42億2,622万2,000円で、当年度純利益

は５億6,396万8,000円であります。供給電力量

の目標達成率は、平成21年度のダム地点の年間

雨量が、統計をとり始めた昭和37年度以降最も

少なかったことにより67.1％となっており、ま

た、電力料金収入の目標達成率も96.2％となっ
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ております。

次に、宮崎県工業用水道事業会計決算の概要

についてであります。

平成21年度の事業収益は３億4,203万1,000円、

事業費用は２億6,856万5,000円で、当年度純利

益は7,346万6,000円であります。なお、給水量

の目標達成率は118.5％となっております。

最後に、宮崎県地域振興事業会計決算の概要

についてであります。

平成21年度の事業収益は2,669万3,000円、事

業費用は2,139万円で、当年度純利益は530万

3,000円であります。なお、施設利用者数の目

標達成率は108.8％となっております。

これら公営企業会計の審査の中で、委員より、

「電気事業については、今後も、経営基盤の一

層の強化を図るとともに、経費縮減や事業の効

率的な運営などの経営努力により、安定的な事

業運営が行えるように努めてもらいたい」との

要望がありました。

当分科会といたしましては、以上の点につい

て要望するものであります。

以上で当分科会の報告を終わります。（拍手）

○蓬原委員長 以上で、各分科会の主査報告は

終わりました。

分科会主査の報告は、すべての分科会で「認

定」であります。それでは、各分科会主査の報

告について、質疑をいただいた上で、当委員会

として、決算議案の認定、不認定をお諮りした

いと思います。

ただいまの各分科会主査の報告に対する質疑

はありませんか。

○権藤委員 １ページの（２）③のところの

「市町村合併後の検証について、継続して行う

こと」という要約がしてありますけれども、先

程の主査報告を聞きますと、「市町村合併後の

課題や成果の検証について」としたほうが、よ

り正確を期すのではないか。あるいは、これは

また、皆さん方の御判断に委ねるところであり

ますが、その後に「本来市町村みずからが行う

べきものであるが、県も継続して行うこと」と

いうことを入れてはどうかという提案でありま

す。

以上であります。

○蓬原委員長 質疑ではございませんで提言で

ございますが、主査、何か御意見ございますか。

○押川主査 ありがとうございます。検討させ

ていただきまして、そのような方向の中でやれ

るものにおいてはやっていきたいと思います。

ありがとうございます。

○蓬原委員長 ほかに……。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎ 採 決

○蓬原委員長 質疑もないようですので、それ

では、議案第24号から第28号までの採決を行い

ます。

採決につきましては、議案ごとに行いたいと

思いますが、よろしいでしょうか。

〔「一括」と呼ぶ者あり〕

○蓬原委員長 それでは、一括という声が出ま

した。ただ議案第24号については主査報告のと

おり認定ではありますが、賛成多数ということ

でございましたので、24号だけをお諮りして、

後25、26、27、28を一括でお諮りしたいという

ふうに思っております。

それではお諮りします。

まず、議案第24号について、主査報告のとお

り認定すべきものとすることに賛成の委員の挙

手を求めます。

〔賛成者挙手〕
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○蓬原委員長 挙手多数。よって、議案第24号

については、認定すべきものと決定いたしまし

た。

次に、議案第25号、第26号、第27号、第28号

について、一括してお諮りいたします。議案第

25号、第26号、第27号、第28号について、主査

報告のとおり認定すべきものとすることに賛成

の委員の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

〔「全員」と呼ぶ者あり〕

○蓬原委員長 全員であります。

よって、議案25号から第28号までにつきまし

ては、認定すべきものと決定をいたしました。

次に、決算特別委員会としての委員長報告に

ついてであります。12日の本会議におきまして、

決算特別委員会委員長の審査結果報告を行うこ

ととなっております。

ただいまの各主査の報告に基づきまして、委

員長報告の骨子をお手元の資料のとおり取りま

とめております。

委員長報告については、この骨子をもとに作

成したいと思いますが、その取り扱いについて

は、正副委員長に御一任いただくことで御異議

ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○蓬原委員長 御異議ございませんので、その

ように取り計らいます。

なお、各分科会主査の報告については、本会

議の会議録へ登載をお願いしたいと思いますの

で、御了承願います。

◎ 閉 会

○蓬原委員長 それでは、以上で委員会を終了い

たします。御苦労さまでした。

午後１時32分閉会




